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保健室を和室に改修中 解体された児童トイレ

　北浜小学校から北浜コミュニティセンターへの改修工事が、７月２０日の衆議院議員選挙の
投票所として使用した後に本格的に始まりました。
　北浜コミュニティセンターは、１階だけを使用して２階、３階は上がれないようにシャツター
を降ろし階段入口ドアを施錠する予定です。改修後の部屋の間取りは、配置図のとおり職員室
が事務室、校長室が小会議室、海の子ルームが大会議室、保健室が 1０畳の和室二間、家庭科
室が調理実習室、児童トイレがバリアフリートイレになります。
正面玄関（昇降口）横には、車いす使用者用の屋根付き駐車場 2 台分が整備され、旧北浜コミュ
ニティセンター跡地と校舎南側には、４０台程度の駐車場と学校南側県道からの駐車場出入り
口が整備されます。
工事完成は令和８年２月頃の予定です。工事完成後に備品等の搬入が行われてからコミュニ
ティセンターの引越をする予定です。
　また、この工事期間中は体育館が使用できないため、災害時の北浜地区避難所は旧光中学校
体育館になります。

新北浜コミュニティセンター配置図新北浜コミュニティセンター配置図

職員室　　⇒　事務室
校長室　　⇒　小会議室
海の子ルーム　⇒　大会議室
保健室　　⇒　和室
家庭科室　⇒　調理実習室
児童便所　⇒　バリアフリー便所
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八
月
二
十
一
日
（
木
）
に
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
の
公
開
講
座
が

北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
市
と
島
根
県
立
大
学
、
ソ
フ
ト
開
発
の
イ
ー
グ
リ
ッ
ト
と
の
間
で
、
中

山
間
地
な
ど
で
の
遠
隔
医
療
（
医
療
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
）
導
入
に
向
け
た
実
証
事
業
の

協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
向
け
の
公
開
講
座

等
を
行
う
事
に
よ
り
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
必
要
性
や
周
知
を
図
る
た
め
に
、
ま
ず

初
め
に
北
浜
地
区
を
対
象
に
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
開
講
座
は
三

回
開
催
さ
れ
、
初
回
は
島
根
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長　

山
下
一
也
氏
の
講
演

で
『
物
忘
れ
が
気
に
な
る
あ
な
た
へ　

記
憶
力
を
取
り
戻
そ
う
！
』
と
題
し
て

記
憶
力
が
年
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
記
憶
力
の
低
下
を
防
止
す

る
青
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
オ
メ
ガ
三
脂
肪
酸
の
一
種
で
あ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

や
エ
ゴ
マ
油
に
含
ま
れ
る
α-

リ
ノ
レ
ン
酸
な
ど
の
継
続
的
な
摂
取
に
つ
い
て

の
食
生
活
や
運
動
の
こ
と
な
ど
大
変
有
意
義
な
話
ば
か
り
で
し
た
。

　

つ
づ
け
て
、
看
護
栄
養
学
部　

横
山
淳
美
講
師
に
よ
る
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
簡
単
に
言
う
と
『
走
る
診
察

室
』
と
の
こ
と
で
、
診
療
機
器
を
乗
せ
た
車
両
が
各
地
区
に
出
向
き
車
の
中
の

診
察
機
器
で
検
査
し
た
画
像
を
同
時
に
病
院
に
い
る
医
者
が
観
て
診
断
を
す
る

医
療
シ
ス
テ
ム
で
す
。
北
浜
の
よ
う
な
海
岸
部
や
山
間
部
な
ど
、
公
共
交
通
の

便
が
悪
く
病
院
に
通
う
の
が
大
変
な
地
域
に
と
っ
て
は
、
大
変
有
効
な
医
療
シ

ス
テ
ム
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
島
根
県
立
大
学
公
開
講
座
は
、
九
月
と
十
一
月
に
も
下
記
の
内
容
で
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

〔 

今
後
の
公
開
講
座
の
予
定 

〕

　

◆ 

九
月
十
八
日（
木
）　

一
四
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇

　
　
　
最
近
疲
れ
や
す
い
あ
な
た
へ

　
　
　
　
　 

心
臓
の
活
力
を
取
り
戻
そ
う

　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
島
根
県
立
大
学　

理
事
長
・
学
長　
　

山
下
一
也

　
　
　
　
　 

嗜
好
品
と
生
活
習
慣
病

　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
島
根
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
講
師　

横
山
淳
美

　

◆ 

十
一
月
六
日（
木
）　

一
四
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇

　
　
　
元
気
が
す
く
な
い
あ
な
た
へ

　
　
　
　
　 

日
常
の
活
力
を
取
り
戻
そ
う
　

　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
島
根
県
立
大
学　

理
事
長
・
学
長　
　

山
下
一
也

　
　
　
　
　 

睡
眠
と
生
活
習
慣
病

　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
島
根
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
講
師　

横
山
淳
美

  
島
根
県
立
大
学
公
開
講
座

島
根
県
立
大
学
公
開
講
座
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令
和
七
年
度
北
浜
地
区
防
災
会
議
を
七
月
十
七
日
（
木
）  

午
後
七
時
か
ら
小
津
漁
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
梅
雨
明
け
が
六
月
二
十
六
日
と
な
り
、
平
年
よ
り
も
二
十
二
日
早
く
て
空
梅
雨
と
な
り
心
配
さ
れ
た
梅
雨
明
け
前
の
豪
雨
災
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
七
年
度（
二
〇
二
五
）北
浜
地
区
防
災
計
画
の
改
正
及
び
令
和
七
年
度
北
浜
地
区
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
◎ 

防
災
計
画
の
改
正

　
　

・
各
諸
団
体
の
会
長
等
の
交
代
に
よ
る
変
更

　
　

・
避
難
所
の
一
人
当
た
り
の
必
要
面
積
が
一
．六
五
㎡
か
ら
三
．五
㎡
へ
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
収
容
人
数
の
変
更
（
収
容
人
数
減
）

　
　

・
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
て
、
県
と
市
が
連
携
し
、
島
根
半
島
沿
岸
の
各
地
区
へ
、
二
日
分
の
食
糧
分
散
備
蓄
を
し
た
の
で
追
加

　
　
　

等
が
そ
の
主
な
内
容
で
、
大
き
な
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

◎ 

防
災
訓
練
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

　
　

・
本
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
旧
北
浜
小
学
校
が
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
修
工
事
中
で
使
用
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
現
在
の
仮
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
旧
Ｊ
Ａ
北
浜
店
舗
）
で
は
狭
い
た
め
に
地
区
全
体
で
の
防
災
訓
練
は
で
き
な
い
た
め
、
各
区
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
集
会
所
等
で
配
備
さ
れ
て
い

る
防
災
資
機
材
（
避
難
用
テ
ン
ト
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
・
簡
易
ト
イ
レ
等
）
を
使
用
し
て
設
営
の
訓
練
を
行
い
、
今
後
の
各
区
避
難
所
運
営
に
役
立
て
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　　
　

以
上
の
協
議
事
項
二
件
の
案
を
事
務
局
か
ら
提
示
、
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　

◎ 

そ
の
他
事
項
と
し
て
、
島
根
県
で
は
、
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
島
根
半
島
沿
岸
部
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
が
可
能
な
場
所
の
調
査
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
雲
市
の
島
根
半
島
沿
岸
部
で
は
、
猪
目
町
と
釜
浦
町
に
設
置
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
釜
浦
町
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
の
た
め
に
釜
浦
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

付
近
に
あ
る
残
土
を
搬
出
す
る
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

◎ 

北
浜
地
区
避
難
所
の
一
時
変
更
に
つ
い
て

　

旧
北
浜
小
学
校
体
育
館
は
、
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
修
工
事
中
で
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
は
避
難
所
と
し
て
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
期
間
中
に
避
難
指
示
が
出
た
場
合
は
、
旧
光
中
学
校
体
育
館
が
北
浜
地
区
の
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

  
北
浜
地
区
防
災
会
議
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七
月
十
八
日（
金
） 『
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
健け
ん
こ
う口

講

座
』
と
題
し
北
浜
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
員
・
平
田
行

政
セ
ン
タ
ー
北
浜
地
区
担
当
保
健
師
の
主
催
で
、
北
浜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
健
康
づ
く
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
歯
科
衛
生
士
の
木

佐
ゆ
み
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
毎
日
の
歯
磨
き
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
全
身
の
健
康
の
た
め
に
大
切

な
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
十
名
で
し
た
。

  
健
康
づ
く
り
講
演
会

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

北
浜
地
区
か
ら
は
、
三
地
区
か
ら
三
箇
所
の
要
望
が
あ
り
、
六
月
十
八
日（
水
）に

現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
の
回
答
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
あ
り
ま
す
。

③
釜
浦
　
市
道
多
井
釜
浦
塩
津

線
と
市
道
十
六
島
釜
浦
線
・

相
代
釜
浦
線
の
交
差
点
の
一

時
停
止
の
交
通
規
制

②
十
六
島　

市
道
十
六
島

線
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
取

替

①
相
代　

県
道
斐
川
一
畑

大
社
線
と
市
道
北
浜
五

線
交
差
点
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
取
替

  

交
通
規
制
・
安
全
施
設
要
望
事
業

交
通
規
制
・
安
全
施
設
要
望
事
業

　
九
月
二
十
一
日（
日
）～
三
十
日（
火
）

　
●

地
区
内
の
広
報
車
に
よ
る
巡
回
、
の
ぼ
り
旗
・
横
断
幕
の
設
置

　
●

各
地
区
で
の
街
頭
活
動

◎
毎
月
の
街
頭
活
動
日
は
、
一
日
（
一
月
は
十
五
日
）
で
す
。
た
だ
し
、
活
動
日
が

土
日
祝
日
の
場
合
は
翌
日
か
翌
々
日
の
平
日
と
な
り
ま
す
。（
街
頭
活
動
と
は
、

以
前
の
立
哨
の
こ
と
で
す
）

  

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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＊
七
月
二
十
七
日
＊

　

七
月
二
十
七
日（
日
）  
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
会
議
室
（
旧
Ｊ
Ａ
北
浜
店
会
議
室
）
に
お
い
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
『
い
ず

もTogether

』
代
表
の
野
津
寛
延
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、『
災
害
と
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
』

を
テ
ー
マ
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の
野
津

先
生
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
た
実

体
験
を
も
と
に
避
難
所
生
活
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

活
動
紹
介

活
動
紹
介

自
主
企
画
事
業

自
主
企
画
事
業

　

八
月
二
十
四
日（
日
）

　

八
月
二
十
四
日（
日
）    

健
康
福
祉
部
と
青
少
年
健
全

健
康
福
祉
部
と
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
の
共
催
で
自
主
企
画
事
業
『
夏
休
み
野
外

育
成
協
議
会
の
共
催
で
自
主
企
画
事
業
『
夏
休
み
野
外

活
動
』
で
島
根
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス
と
宍
道
湖
グ

活
動
』
で
島
根
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス
と
宍
道
湖
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ビ
ウ
ス
で
は
、
裏
方
探
検
ツ
ア
ー
で
展
示
水
槽
の

　

ゴ
ビ
ウ
ス
で
は
、
裏
方
探
検
ツ
ア
ー
で
展
示
水
槽
の

裏
側
が
ど
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
飼
育
員

裏
側
が
ど
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
飼
育
員

ス
タ
ッ
フ
が
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
の
か
を
飼
育
ス

ス
タ
ッ
フ
が
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
の
か
を
飼
育
ス

タ
ッ
フ
の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。
普
段
は
見
る
こ
と

タ
ッ
フ
の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
ゴ
ビ
ウ
ス
の
展
示
水
槽
の
仕
組
み
や
魚
の

が
で
き
な
い
ゴ
ビ
ウ
ス
の
展
示
水
槽
の
仕
組
み
や
魚
の

＊
八
月
二
十
四
日
＊

  

夏
休
み
野
外
活
動

夏
休
み
野
外
活
動

  

人
権
同
和
教
育
研
修
会

人
権
同
和
教
育
研
修
会

シ
ー
の
問
題
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
災
害
時
に
、
人
命

と
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
で
あ

り
、
周
り
の
人
に
関
心
を
持
ち
、

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
浜
地
区
も
災
害
に
対

し
て
脆
弱
な
土
地
で
、
地
震
、
台

風
、
土
砂
崩
れ
等
に
よ
る
避
難
に

対
し
備
え
が
大
切
な
こ
と
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、二
十
二
人
で
し
た
。

餌
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
、

餌
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
は
貴
重
な
体

子
ど
も
た
ち
に
は
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宍
道
湖
グ
リ
ー
ン

　

ま
た
、
宍
道
湖
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
は
双
眼
鏡
を
使
い

パ
ー
ク
で
は
双
眼
鏡
を
使
い

野
鳥
の
観
察
や
鳥
の
キ
ー
ホ

野
鳥
の
観
察
や
鳥
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
作
り
を
体
験
し
て
き

ル
ダ
ー
作
り
を
体
験
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人
十

ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人
十

人
、
子
ど
も
九
人
で
し
た
。

人
、
子
ど
も
九
人
で
し
た
。
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期
間 

十
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　  

が
始
ま
り
ま
す

　

北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
消
防
法
の
規

定
に
よ
り
年
二
回
の
自
衛
消
防
訓
練
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
八
月
二
十
六
日（
火
）に
令
和

七
年
の
二
回
目
と
な
る
自
衛
消
防
訓
練「
通
報
訓
練
」

「
消
火
訓
練
」「
避
難

訓
練
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

出
雲
市
で
は
、
今
年

に
入
り
火
災
の
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
防
火
意
識
を

高
め
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

　

三
原
元
治
さ
ん
、
渡
部
勝
径
さ
ん
、
山
根
強
さ
ん

の
三
名
の
方
が
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
旅
伏
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
地
域
住
民
の
安
心
安
全

の
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

青
パ
ト
隊  

隊
員
募
集
し
て
い
ま
す
！

 

▼
申
し
込
み
は
、北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

℡ 

六
六

－

〇
〇
〇
二

  
自
衛
消
防
訓
練

自
衛
消
防
訓
練

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
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北
浜
地
区
文
化
祭

北
浜
地
区
文
化
祭

    

展
示
作
品
大
募
集
！

展
示
作
品
大
募
集
！

  

ああ  

とと  

がが  

きき

　

九
月
に
入
り
雨
が
降
っ
た
り
し
て
、
朝

夕
は
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
梅
雨
明
け
が
六
月
二
十
六
日
と
早
く
な

り
、
ま
た
、
雨
が
降
ら
な
い
空
梅
雨
と
な

り
ま
し
た
。
梅
雨
が
明
け
て
か
ら
は
、
雨

が
降
ら
ず
毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
水
不

足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
盆
前
の
雨
で

給
水
制
限
等
の
心
配
は
な
く
な
り
ひ
と
安

心
で
し
た
。

　

北
浜
小
学
校
を
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
改
修
す
る
工
事
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
現
在
は
、
外
回
り
の
玄
関
横

植
え
込
み
や
内
部
の
保
健
室
、
児
童
ト
イ

レ
等
の
解
体
が
終
わ
り
、
和
室
な
ど
に
変

え
る
た
め
の
内
装
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

改
修
工
事
の
為
に
小
学
校
の
校
庭
や
体
育

館
が
使
用
で
き
な
い
為
に
ご
不
便
を
か
け

て
い
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は
北
浜
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
区
の
皆
さ

ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
代
区
は
、島
根
県
の
ハ
ー
ト
フ
ル
し
ま
ね
（
道
路
・

公
園
部
門
）
に
登
録
さ
れ
て
、
長
年
に
わ
た
り
主
要
地

方
道 

斐
川
一
畑
大
社
線
の
草
刈
等
の
清
掃
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎◎
み
ん
な
で
守
り
育
て
る

み
ん
な
で
守
り
育
て
る

　
　
　
　  

し
ま
ね
の
道
と
川
の

し
ま
ね
の
道
と
川
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

愛
護
活
動

愛
護
活
動  

表
彰
表
彰

表
彰
お
め
で
と
う

表
彰
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
ご
ざ
い
ま
す
！

　

書
道
、
絵
画
、
手
芸
、
木
工
品
、
写
真
、
盆
栽
、
寄

せ
植
え
な
ど
な
ど
…
あ
な
た
の
作
品
を
出
展
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

な
お
、
出
展
数
は
原
則
お
ひ
と
り
さ
ま
二
点
ま
で
、

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で 

、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

出
展
希
望
の
方
は
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
め
切
り
　

　
十
月
十
七
日（
金
）  

午
後
五
時
。

　

み
な
さ
ま
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！！

　
　
　

◆
文
化
祭

▼
開
催
日
時
：
十
一
月
一
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
～
午
後
二
時

▼
開
催
場
所
：
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
旧
Ｊ
Ａ
北
浜
店
）

※
詳
細
は
、
十
月
二
十
三
日（
木
）の

　
　

広
報
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
▼
お
問
合
せ
：
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話  

六
六
―
〇
〇
〇
二

  

北
浜
地
区
文
化
祭

北
浜
地
区
文
化
祭

    

展
示
作
品
大
募
集
！

展
示
作
品
大
募
集
！
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